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前橋・高崎連携事業文化財展の開催に、っしとてととし九
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九数多くの史跡をはじめとした豊かな文化資産に恵まれ.た前橋・高崎両制点その.有87d用益予
v 図るどともにそれぞ五の}闘の特色、歴史を市民の皆様に知ってしみ 、く機ふLru.r
年専より前掲・高崎連携事手文化財展.を開催し、今年虞で7回目を迎えも5占ができまし

『東国千年の都』と題し、各年度で古墳時代、縄文時代、中世など時代を変え
'. "f.;ー 判 ‘

を紹介してきましたがJ今回の展示は、稲作が伝来した弥生時代を初めて取り上

弥生時代は稲作が始まり、新たに水田を切り開くことを試みた

の遺跡の変遷を探り、やがて花開く古墳時代の幕開けまで、どのよ

を発掘調査の成果を通して考えるとともに、選りすぐりの出土品

両市域の先人達の営みをふりかえることで、今後の両市の発展

!両市の紳がさらに強くなると確信しております。
2 ・

どうぞごゆっくりとご覧ください。

主催:前橋市・前橋市教育委員会、高崎市・高崎市教育委員会

後援上毛新聞社、朝日新聞前橋総局、毎日新聞前橋支局、読売新聞前橋支局、

l時事通信社前橋支局、NHK前橋放送局、群馬テじピ、エフエム若手馬、ラジオ高崎、ま



1ぉ米のある暮らし 弥生人の生活風景一

弥生時代は日本で米づくりが始まった時期だ。安定した収穫を得るための水田

経営には多くの時間と労力を要した。組起し~耕作・代かき~田植えor点播~草

取り ・水管理~収穫。鳥や害虫の被害を避けて、よく実って秘を垂れた稲の収穫

には、ムラ人総出で当たり、長い時間と手聞をかけて米を収穫した後は、今年の収

穫のお礼と翌年の豊作を願う祈りをささ』武村々でマツリが行われたことだろう。

弥生時代とは
弥生時代は、紀元前500年頃~紀元後250年頃まで750年間(近年の年代測定

法、較正年代比較法だと始まりは300年程遡る。)で、本格的水田稲作農耕を行う食

物生産社会へと転換のl時代、金属の使用がはじまった時代、「イエ」を統合する「ム

ラ」が生まれ、やがて「クニ」と呼ぶ単位となった時代で、あった。水田経営は、多くの労

力と水利の知識を要し、必然として指導・統率者がうまれた。3世紀中菜、巨大古墳

を造る王が現れ、ヤマト王権中心の「クニ」が成立する。

弥生時代は、土器の変化から大きく前・中・後・終末の4期にわけられる。縄文時

代晩期の北九州に朝鮮半島から伝わった水田稲作農耕が、前期では全国に拡散す

る。中期は水田稲作農耕が安定し、土探の様相が一定範囲で共通し始め、集落→ム

ラ→クニへの統合が進む時期。後期は、土器の様相の遠いからクニの範囲が明瞭に

なる時期。終末期は畿内で大規模古墳造営が始まり、群馬で前方後円墳や前方後

方墳が造られる直前のi時期である。様々な地域の土器が流入し、地域差が不明瞭と

なり、古墳時代前期の土器で統一されていくことなる。

弥生時代のムラの様子(群馬県立歴史博物館提供)

序 コ乞.
与主 弥生時代研究史

むこうがおかやよいちょう あつで いわいベ

東京大学浅野地区(当時は向ケ丘弥生町)から明治17年に出土した土器が、当時、厚手土器(縄文土器)や祝部土器(古墳時代

の土器)とは違うとして、出土地名から弥生式土器と命名された。

|群馬県の弥生時代研究三 三三二_.
弥生土器の研究
すぎはらそうすけ たつみちょう

杉原荘介さん(明治大学名誉教授故人)は、昭和 14年、高崎市の竜見~Jn古跡
たつみしょうしき

や競馬場遺跡資料から竜見UJJ式土穏を提唱し、昭和30年代、県内弥生土総
やまざきよしお

の大まかな変遷を示した。山崎義雄さん(元群馬県文化財保護審議会委員・
かみのくぼ

故人)は、昭和28年、高崎市倉淵IlJJ上ノ久保遺跡で、前期後半の土器鮮を明

らかにした。県内古墳研究の先駆者皐詰主走轟さん(群馬大学名誉教綬・故
み、ずぬま

人)は、昭和22年~43年、高崎市倉洲町水沼遺跡で、後期の集落を調査し、
おおごか&まる

竪穴住居覆土中の浅間C軽石層に注目する一方、前橋市の大胡金丸池跡、や
あらくちまえばら

荒口前原遺跡の調査で、県内の中期前半~後葉の土器を明らかにした。H前日
いのうえただお かきぬまけいすげ

52年、井上JI住雄さん、柿沼恵介さんが北関東5JJ'生土器変選の大要を示し、近

年は若狭徹さんがより詳細な変遷を示している。

水田の発見

昭和40年代後半~50年代前半、大規模開発で多くの遺跡前発掘調査された。

関越自動車道新潟線建設に係る発摘調査では、昭和52年に高崎市日高遺跡

で浅間C軽石層下から水田が検出され、一躍注目をあびた。その後、周辺から

同時期の方形周溝墓や集落が検出され、後期の居住域、生産域、墓域の3点

セットとなった弥生日新党の集務景観が明らかとなった。

荒口前原遺跡(あらくちまえはらいせき)
あらくち

前橋市東部、荒口町にある。昭和32年、偶然の土器出土から鮮，135大学尾崎

研究室が調査し、昭和44年の同研究室再調査では竪穴住居 lil汗を確認し

た。出土土器は、壷12、慈5、小型台付裂l、高杯Iがある。いわゆる長野県地

方の影響を受けた編目交ぜ施三す竜見町式土擦を主体とし、東北地方南部の
はそがきらんせん うずまさもん しやこうせんむん

影響を受けた納描洗線で渦巻文や斜行線文を施す土様、両者の特徴をもっ

土器が混在し、|時期は中期後半とされる。同様な土著書群は、同じ赤城山南麗

地域にある粕川町西
むかえ あらと~たさん

迎 遺 跡や荒砥北三

木堂遺跡でも確認さ

れ、同地域に特徴的

な土器鮮としてとらえ

ることカfで、きる。

水沼遺跡(みずぬまいせき)

鳥川西右岸、段丘上に位置し、県内で初めて弥生時代の集落跡の一部が発見

され、後期櫛式ゴニ若替の~fi ・ 裂 ・高杯 ・ 鉢なとやが出土した。東部小学校(水沼小

学校の前身)の段業実習地での土器発見から、|麹茂(倉淵村中学教諭)・尾崎

喜左雄(群馬県師範学校教授)ら

が昭和19・22年に発招調査を実

施、 l号~3号A住腐を発見した。

また、昭和23年、尾崎喜左雄と群

馬県師範学校史学部会員が、3

号A住居の一部と3号B住居を調

査した。なお、昭和42・43年にも 相

発鏑調査がおこなわれ、群馬大

学学生や地元小・中学校生徒が

発掘調査に参加した。 水沼遺跡



第1章 縄文時代晩期後半

一 遺跡の激減・何が起こったのか-

[前橋の遺跡] ①安通・洞遺跡

②西新井遺跡

[高崎の遺跡] ③大和田遺跡

④三ノ倉落合遺跡

⑤中里見遺跡群

@ 。 @ 

縄文時代晩期は、今から約3000年"-'2'500年前にあたる。縄文H寺代後期から次第に気候は冷涼化し、晩期をピークとした。その

ため、植生は大きく変化し、食料の多くを自然の恵みに頼る縄文人は大きな影響うけ、関東・中部地方では人口p減少が考えられる。

前橋市・高崎市でも晩期の遺跡数は極めて少なく、人口の減少を裏付ける。植生変化が原因か、集落立地も伝統的な山麓台地上
み み か ぎり たれかぎり とばんがんばん

のほか、低地へも進出するなど多様化する。遺物では、装飾豊かな土製耳飾や石製垂飾などの装身具、土版や岩版などの呪術具が

増加する。注目されるのは、石鍛の爆発的増加である。狩猟具の石鍛増加は、気候寒冷化に伴う獲物の減少とは反比例な関係で、

背景として、戦闘用具と考える研究者もいる。縄文時代晩期は、安定した社会ではなく、混沌とした社会状況で、あったことが垣間見える。

|前橋市の遺跡 1 
安通・洞遺跡(あんづう・ほらいせき)

前橋市粕川町、粕川扇状地の

襟高300mlこ所在し、比較的高

所の立地が特徴。昭和54年に

粕川村教育委員会(安通・洞

遺跡第 1'"第3地点)、平成24

年に前橋市教育委員会(安通・

洞No.2巡跡)により発掘調査が

行われ、晩期の住居、後期後半
いわ〈みじよういこう うめ

~晩期初頭の石組状遺構と埋
がめ

襲、後・l卵期Jの遺物包含層など

が確認、された。遺物包含層か

らは、土器や石鍛のほか土製
みみかぎり たれかぎり〈・

耳ftIji・土製垂釘li具・石製玉類等
左ばんがんばんせきぼう

の装身具、土版・岩版・石棒など

の呪術具等、 |晩期の特徴を示

す遺物が多く出土した。

|高崎市の遺跡 1 
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大和田遺跡(おおわだいせき)
ふせんもん

榛名山南槌台地上に位置する。縄文1Wj'代晩期後半、浮線文をもっ土偶の腕
しゅうえん

及びIJ良から!出l部にかけての破片が出土した。土偶は縄文l時代終駕とともに激

減するため、値めて稀な例である。また、土偶出土地点すぐ南で、弥生時代前
ど こう しよフどこんせき

期とされる土器告を伴う土坑と焼土痕跡各lヶ所、さらに小さな穴が多数みられ

た。小さな穴は、焼土痕跡をめぐるように径9mlまどの範囲にまとまり、不明確

ながら住居の存在が想定される。当選跡では、類例の乏いコ弥生時代前期住

居の可能性が示されるとともに、いまだ土偶を用いた祭胞がおこなわれてい

た可能性が示された。

三ノ倉落合遺跡(さんのくらおちあいいせき)

榛名山首話、烏JlI左岸の予&議豆諸:こ位置。縄文時代l晩期後半の遺物屋
ふせんもん

含胞が調査された。出土土器の多くは、浮線文が特徴の「浮線文土器」で、関
もあみがいと ち"み

東地方で、は桐生干11千網谷戸遺跡資料に基つ、く千網式土器が主流である。

一方、三ノ倉落合遺跡、の土器は、中部・東海東部地方に多い、長野県小諸
ニおり

市氷追跡資料に基づ、く氷式土器に文様が似ることが指摘される。氷式土器

は、東海地方発祥の弥生時代
じようこんもん

前期「条痕文土器」と関係が強

く、当地域は、中部地方からの

玄関口ともいえる地理環境か

ら、赤城・株名両山麓に暮らす

人びとの中ではいち早く「弥生

文化」にふれていたのであろう。

「遠賀川式土器J' ム / 
(九州北部) ----¥11 

三ノ倉落合遺跡出土土器

4ノ

下酬o
.~ωB 

。押醐

縄文時代の終わりから

弥生時代のはじめにかけ之ρ主な土器分布

※地図内の文字は浮線文土器出土遺跡名



第2章
[高崎の遺跡l
④上ノ久保遺跡
⑤水沼寺沢遺跡
⑥大和田遺跡F
⑦下室田宮谷戸遺跡
⑧中里見遺跡群
⑨中善地遺跡
⑩保渡田荒神前遺跡
⑪下里見中原遺跡

弥生時代前期から中期中葉

一山間に点在する墓・未だ見つからないムラ跡一一

@ 

@ 。
o o ~ o 
『帽 @。⑪ ;o

⑫長根安坪遺跡 ⑪ 
⑬神保富士塚遺跡

⑬神保植松遺跡 t [前橋の遺跡]
①大胡金丸遺跡

ilL¥O ②田中国遺跡
忍) ③元総社明神遺跡

すいとうのう こ う

水稲農耕は日本列島ほぽ全域に伝播していくが、県内の弥生時代水田確認例は中期後半を遡らな
つ，.ヵ‘め さいそヮ，.

い。前期から中期中葉の遺跡は、主に山間部や台地上に分布し、壷や護を埋めた再葬墓が多い。再葬墓
まいそう

とは、一度埋葬した遺体を、一定期間経た後、遺骨を大型の壷などに収め、特定場所に「再葬」する風習で、縄文時代後期にはじまり、
おき に いわびつやまたか すいわかげ

東日本各地にひろがる。県内で、は、藤岡市の沖II遺跡や東吾ー妻町の岩植111'鷹の巣岩陰遺跡がよく知られる。では、再葬墓に埋葬され

た人々はどこに住んで、いたのだろうか?
かがんだんきゅうめ ん

榛名山南麓の烏川流域などで、わずかながら住居や水田の可能性を示す資料がみられる。山間部の台地や河岸段丘面は、縄文時

代の遺跡が多い場所でもある。このことから、西日本で水稲農耕が定着する頃、当地域の人々は、縄文時代とさほど変わらない生活をし

ていて、居住地近くの低湿地で

前橋市の遺跡 目
赤城山南麓地域では遺跡は非常に少なく、生活の様相を抱渥できていな

おおどかなまるいせき

い。前橋市金丸町の大胡金丸遺跡は中期前半の再葬墓とされ、前橋市富士
、だ もとそうじゃみようじんいせき

見IUJ横室の田中田遺跡や前橋市元総社町の元総社明神遺跡では中期前半

の土器が出土したが、両者とも遺構の検出はない。該期の住居発見例として
しめひきはらいせ"

貴重な安中市注連引原遺跡例では、住居 。
は掘り込みの浅い竪穴式ないし平地式で、

平面形は一辺3.5mほどの不正方形をな

し、中央に地床炉を設ける。赤城山南麓地

域のみならずL県内で該期集落が判然とし

ないのは、発見しにくい住居形態や、長期間

定住する人口が少ないなどの可能性が考え

られる。いずれにせよ、この時期は、安定し注連引原H遺跡Y-1号住居1止
(安中市教育委員会「注連引原11遺跡J

た定着集落形成に至っていなかったようだ。 (1988)より

大胡金丸遺跡 (おおごかなまるいせき)

赤城山南麓、標高約420mに位置する。壷4点・慈3点・小型鉢l点・小型台
いわぴつやまたか す

付土器 l点など出土。東吾妻町岩植山・胞の巣遺跡資料に類似し、いずれも

中期前半と考えられる。耕作中の発見で、正備な出土状態は判然としないが、

査や議中心の土器が狭い範囲からまとまって出土したことから、本巡跡は再
ほうぽ

葬墓であると考えられる。

元総社明神遺跡 (もとそうじゃみようじんいせき)

前橋台地西部、牛池川流域に位置し、付近に総社神社が鎮座する。純文時代
そうじゃきそう

早期~晩期・弥生時代中期前半・後期の造物が、最下層の総社砂層直上の

砂磯層でみられた。縄文時代l卵期~弥生時代の土擦には磨滅が認められずL
むとそうじゃてら だ

当地での使用を示す。南側に隣接する元総社寺田遺跡では、縄文|時代l卵期

終末の土器が出生し、周辺に縄文時代晩期~弥生時代中期前半にかけての

生活域の存在が推測される。

平安時代の遺構構築面
遺物包含厨

古墳時代の水田面
白世紀初頭)

古墳時代の水田面
(木器)

古墳時代の水図面
(4世紀中葉)

縄文時代~弥生時代の
遺物包含屑

元総社明神遺跡の土層堆積状沈

|高崎市の遺跡 l 
ぜいろ〈 会んろ〈 さいそうぽ かみの 〈 ぽ

榛名山西髄~南麓の鳥川流域で、再葬墓が散見される。上ノ久保遺跡(倉
しもむろたみやかいと

測DlJ)では、前期後半の壷・裂6点が直立状態で埋められ、下室田宮谷戸泣
1，1.-，ぬま

跡(下室IIIn1J)では、中期中葉の琵・蛮が出土した。また、水沼寺沢遺跡(倉洲
しようにかんば

四J)では、前期末葉~中期初頭の大型褒が調査され、「小児棺墓」と想定され
かJらがわじようい .1 じづか うえまっ

た。一方、鳥川支流の鏑川上位段丘面では、吉井町の神保富士塚・植松遺跡
令がねあっ，.. 

や長根安坪遺跡で中期中葉の土坑群が調査され、事11保富士塚遺跡では、土
かんじようはいれつ

坑の環状配列がみられた。各土坑からは主に土器破片が出土し、再葬墓とは

奥なる。主主以外では、中堅見1:1コj京遺跡(中里見I1IJ)で、床状硬化面から中期中

葉の住居が想定され、中

里見中川遺跡では、烏川

沿いの低地で、前期~中

期前半の造物をともな

い、水岡の可能性を示す

歩行跡が発見された。 上/久保遺跡土器出土状態

主E

三角化運繋文- It<哩開 、

〉W
弥生時代中期(神保富士塚式)

'J!I背縄文』が符償

問型土{!Il

自 芭 土

:予三二 宣山P責出直属九 二 ・

fHf 

和白

土器の変化 h 

ムかぼち に&

縄文l時代は深鉢が万能な用途を担ったが、弥生時代は、米などを長期間貯蔵

する「蓋」、煮炊き用の「議J、{jL栃なと守を盛る器(盛器・装車)の「嵩蒜」、三つの

器種が登場した。蜜は祭器として「葬送儀礼」にも使われ、東日本の前・中期で
かみの 〈 ぽ J ぜんもん

は、再葬墓から多く出土する。前期後半の上ノ久保巡跡資料は、惑に浮線文な
れんけいもん ほとこ

ど、から変化した「三角形連繋文」が施され、前時代の伝統が残る一方、弥生文

化先進地の東海地方西
l孟っしょう じようこんもん

部を発祥とする「条痕文
おきしき

土器」の蛮が伴い、「沖式

土器」と IIP.ばれる。中期

中葉では、純文時代の磨

消縄文と通じる文様を多

用する土務群がみられ、

「村I保富士塚式土器」

が提唱された。中期中葉

までの土器は縄文時代

の伝統が残り、「緩やか

な11寺代の変イ七」が窺われ

る。一方、中期後半以降
〈しがきむん

の土器は「櫛拙文」が主

役となり、当地域の弥生

文化が新たな段階へと

進んだことが示される。

屯 並 押 す

£雪量 ・-iIil俗文ーマ

ー… 
軍宮~~ょ / l  

....-.・，.._.ー
' ・一 ー.. E 

縄文時代晩期後半

よ紘守予 1

弥生時代前期(沖式)

ョr



第3章 弥生時代中期後半

一 広大な平野を拓く・利根川の東と西一一

[高崎の遺跡]

⑤大八木伊勢廻遺跡

⑥浜尻遺跡

⑦高崎城遺跡

。 @
0
o 

60 

H 
@ I前橋の遺跡]

①荒口前原遺跡

②冨田宮下遺跡

③西迎遺跡

④j青里庚申塚遺跡

くしカLきも ん 〈りばやし しき

弥生時代の中頃、長野県北部を中心に櫛描文を特徴とする新たな土器様式(栗林式)を持つ

集団が現れた。この集団はこれまでの縄文的な文化とは連続せず、弥生系磨製石器の生産と供
もつかんぽ

給、木棺墓の使用など、新しい要素が見られ、社会的成熟が達成された集団で、あった。近年、西日本系の青銅器をもちいたマツリ

が行われていたことも指摘されている。群馬に移った彼らは高度な農耕技術を持ち、今まで、利用されなかった低地や谷地に進出
たつみちょうしき

し水田を聞いた。群馬では竜見町式と呼ばれる土器を有するこの集団により、本格的な農耕がもたらされた。
たつみちょうしき

竜見町式の土器は榛名山麓中心に分布するが、一方三赤城山麓で、は異なる様相が見られ、南関東系、東関東系、南東北系の土

器縄文を施す在地系土器など様々な土器が見つかっている。

|前橋市の遺跡 I 

本地域は、榛名山滋地域や前統台地と比べ、中期後半の巡跡数は少ない。
あらくちまえはら

しかし、荒口前原遺跡に代表される特徴的な土器群が確認された。粕川町深
に Lむかえ

津の西迎遺跡は、中期後半の竪穴住居が15棟検出され、長野県地方の影響
〈しがきもん ほそがきちんせん

を受けた櫛描文を持つ竜見町式土器と東北地方の影響を受けた細描沈線
かもん へいこうしやせんもん

による渦文や平行斜行線文など、を持つ土器が混在する土探群が出土した。ま

た、荒口前原遺跡の調査以降、荒砥前原遺跡などで同様な特徴を持つ土器

群が検出され、更にそれら土器群に縄文を主文様とした土器群が伴うという

特徴的な資料が検出されている。このことは、赤城山南麓地域で、後続する後
あかいどしき

期の特徴的な土器である赤井戸式土器へとつながる土器群である可能性が

あり、その出自について解明が待たれる。

清里庚申塚遺跡 (きよさとこうしんっかいせき)

前橋台地と西の榛名山麓との境界部分に立地。昭和54年に発掘調査され、中
かんごうしゅうら〈

期後半の環壕集落であることが明らかにされた。集落の周りを直径150m以上

の範囲で、幅2m、深さ0.8m程の断面V字形の壕が取り匪lむことがわかり、濠

は拡張や修復が行

われたことがわかっ

た。また、環壕内側

から21棟の竪穴住

居か1突出され、長野

県地方の櫛描文土

器の強しミ影響を受

け?と土器群が検出

された。

urιr 
清里庚申燦遺跡遺構全体図

西迎遺 跡 (にしむかえいせき)・富田宮下遺 跡 (とみたみやしたいせき)

くしかきもん

赤城山麓の丘陵性台地南端に位置。長野県地方の櫛描文土器と南東北地

方の土器、それに縄文を主文様とした土器が一つの住居から出土した。西迎

遺跡は、昭和年60年に発掘調査され、中期後半の竪穴住居15i肝が検出され

た。内、 13号住居は長辺11m、短辺7mという大型竪穴住居であった。一方、

富田宮不遺跡は、昭和55年と平成11年に発掘調査された。弥生時代の竪穴

住居は14軒が検出され、内3軒が中期後半に位置付けられる。

13号住居全景 -13号住居埋翠出土状況 t3号住居遺物出土状況

高崎市の遺跡 l 
墓制

*期後半以降、方形周溝墓がみられる。墓の4方向を潜で囲み、盛り土を築

いて埋葬する方法で、前期に近畿地方で現れ、中期中ごろ関東地方に伝わっ

たと考えられる。高崎市三の丸遺跡では、中期後半頃の方形周溝墓が確認さ

れ、一辺15m'まどの正方形で、四隅が土橋状に掘り残される。なお、全ての人

が方形周溝墓に浬葬される訳ではなく、身分・地位などで埋葬方法が異なり、

地面に穴を掘って埋葬した墓域や土J:!lfの中に遺骸を埋葬する土器棺墓もみ

られた。矢島竹之内遺跡では、中期末とされる墓墳が確認された。なお、再葬

墓では集落との関係が不明瞭だが、この頃の墓は、安定した定住集落の近く

に造られる。

高崎減遺跡 1号方形周溝纂 矢島竹之内遺跡 13号土坑

集落
まり かんごう

このころの大型集務の特徴として、周りを濠で囲う環濠集落がある。高崎城遺

跡で、は方形周溝墓を中心に配置した環濠が見つかつており、この周辺では鳥

}I!の東側に同時期の集落が展開している。烏川を見渡す高台から東側には広

大な湿地が広がり、水田として利用していたのだろう。しかし、この集落域は長

く続なかった。一方、井野川流域や榛名山鐙扇状地では大八木伊勢廻遺跡、

浜尻遺跡、新保遺跡などが形成される。この地域は井野JI!の支流が作った小

さな谷や湧水を利用して水田を営んだと考えられている。ここでは弥生後期に

なると遺跡がいっそう充実し

継続する。

高崎城遺跡のV字裂に掘られた環濠

~ 
ーペー

同零.，''\'.~.'''V 
".-.._ー」旦坦~.戸

高崎城遺跡の環濠および方形周溝墓

~若



第4章 弥生時代後期
[高崎の遺跡] 。 伐ヨ

@ 

ー「弥生文化」の成熟・樽式土器文化圏一
③上野国分僧寺・

尼寺中間地域

⑤日高遺跡

⑥新保遺跡

⑪ 

⑦稲荷森遺跡

⑧引間遺跡

⑨畏槙安坪遺跡

⑩水沼遺跡

もも ~

弥生時代後期の群馬県西部から北部にかけては、櫛描文を多用する樽式土器が展開する。長野県 。
[前橋の遺跡]

①i是頭遺跡

②一日市関後遺跡

③西原遺跡まこしみずし曹

内の箱清水式土器とは似ているが、独自の文化圏へと発展する。樽式土器を持つ集団は、 台地上に展

閲する傾向があり、その周辺の谷に水田を営んで、いた。広い低湿地まで、進出しなかったのは、大規模な水利制御を行う集団の連携、

結合まで、は至らなかったためと思、われる。後期後半段階になると長野県域との交流は再び回復し、そして最終末になると、群馬に外
よしがやっしき

部から別の集団が流入した。埼玉県側から縄文を施す吉ヶ谷式土器の分布が、鏑川流域から赤城南麓にかけて広く見られるように

なる。群馬県内では赤井戸式と呼ばれるこの土器群の流入を序章として、弥生から古墳時代への変化がはじまってゆく。

|前橋市の遺跡 l 
この頃多く使われたのは構式土穏だが、やがて埼玉県中部で出現した

「吉ヶ谷式土器」が流入する。赤城山南館では吉ヶ谷式系統の土器が多く、

特に「赤井戸式土器Jとl呼ばれる。赤井戸式土器を使った人々の集落は、前橋
つつみかLら にしはら

市では城南地区や粕川地区で確認、され、主なものとして堤頭遺跡や西原泊跡

が知られる。堤頭辿助は竪穴住居 1 3~汗が検出され、 良好な一括資料が出土
かんごう せきご みかじり

した。西原遺跡、は集落の周囲に環濠が確認された。周辺の関後遺跡や三ヶ尻

西遺跡では、同時期の水田が確認された。水田は集落近くの水はけの良い谷

地に営まれる。前橋台地では4世紀代に入ると大型前方後円墳が築造される

が、赤城山南麓では古墳の出現が遅れることから、この地は決して良好な生産

域とは言えなかったようで、ある。

堤頭遺 跡 (つつみがしらいせき)・関後遺 跡 (せきごいせき)

堤頭遺跡は、粕川扇状地面に残された赤城山南麓の丘陵性台地南端部に立

地。1979年、ほ場整備にともなう発掘調査で竪穴住居が13肝確認され、赤井戸

式土器の変遷がうかがえるなど F 一回一」 戸 可

良好な資料を得た。関後遺跡は

堤頭遺跡東約500m、蕨沢川右

岸に立地。浅間C軽石によって

埋没した水田を確認した。

西原遺 跡 (にしはらいせき)

i是頭遺跡 関後遺跡浅間C軽石下水田

赤城山南麓の丘陵性台地の末端部に立地。1979年と1985年の工場建設と
かんごう

ほ場2整備にともない発掘調査を実施した。後期後半~古墳時代初頭の環濠を

もっ集落とされる。環濠は上幅2m、底幅 ~町特別調.... ol!望罫踊

1m、深さ0.8mで、東西約120m、南北

約110mの範囲を楕円形に囲み、出入口

となる渡りの部分を2ヶ所設けていた。な

お、環濠内に20]1汗以上の竪穴住居が存

在し、うち 5i好の調査では、赤井土式土

器終末期頃の土総が出土した。

水田

西原環濠築落

群馬県において確実に弥生時代の水田であるといえる遺跡は、実は数が少な

い。高崎市並榎北遺跡では、洪水層の下から弥生時代中期後半の土器ととも

に水田遺構が発見された。幅5~8mの水路には堪や分水路も設置され、水利

に関して一定の技術が見られる。水田耕

作には木製農耕具が使用されたと考え

られる。高崎市新保遺跡、新保田中村前

泣跡で発見された大溝からは弥生~古

墳時代の2000点におよぶ木製品が出土

している。木製品の供給を中心とした、物

流拠点的な集落であったかもしれない。 並復北遺跡の水田・水路

|高崎市ゐ遺跡 1 
墓制

後期の墓制は、中期後半から引き続き方形周溝墓や墓墳である。このほか、円

形の潜を姻らした円形周潜墓や木棺(埋葬施設)を磯で囲むI深床墓が出現す

る。なお、1潔床墓は周溝墓の埋葬施設としても使われた。高崎情報団地I遺跡

では後期の方形周溝墓を 7 ~正確認した。八幡遺跡では居住域とは別に、 1務床

墓(推定)・墓墳が領域をなすこと確認され、日高遺跡で居住域・水田域・墓域

の各領域の併存が確認されたことはよく知られる。

八幡遺跡1号型車床纂 高崎情報団地遺跡 2号方形周溝墓

集落

後期は、染谷川や井野川水系、烏川左岸など河川流域で集落増加がみられ

る。中期から続く新保遺跡群、"1"期末頃から出現する日高遺跡・熊野堂遺跡
カ呪与なみえみな}J.. lil! 

群・鈴ノ宮遺跡群・上並榎南遺跡・巾巡跡・高崎城逃跡のほか、後期では新た
たかぜきせきむら

に小八木巡跡・矢島竹之内追跡・高崎情報団地遺跡群・高関堰村遺跡群・

引間遺跡鮮などの集落が出現する。このうち、新保遺跡群・日高遺跡・熊野笠

遺跡群・鈴ノ宮遺跡群・引間辿跡鮮は古墳時代まで集落を存続させる。後期
やわた のつけ

後半、標高110m以上の台地・丘陵部で、剣崎逃跡・八幡遺跡・乗附遺跡など

で集落が出現し、社会の動乱が起因とされる高地性集落として理解される。

田 弥生時代後期集落の存続期間

天王川 ・
染谷川水系

烏川左岸

台地・ 丘陵部



日高遺跡(国指定史跡)の発掘調査

日高逃跡は高崎市日高町から中尾町にあり、!昭和52年~53年に関越自動車道建設に伴い発掘調査が実

施され、東日本ではまれな弥生時代水田発見として全国的に注目された。その後、後期の集落跡などが確認

された。その結果、生産域・居住域・墓域がまとまって保存された重要遺跡として、平成元年に国の史跡、に指

定された。日高遺跡では、後期前半から低地部の水田開発、台地部の集落 ・

墓域の形成が始まり、後期後半になると集落を囲う環濠が掘られた。環濠

は深さが 1. 7 m~ 1. 8 m、幅が3.5~4 . 0m程度と推定され、全長約40 0 m に

及ぶ。内側に土塁を宇1"うと考えられることから防御的な意味も想定される。

日高遺跡(国指定史跡)の整備

平成5年度~20年度、遺跡を貴重な文化遺産として保存 ・活用するための史跡整

備目的の発協調査を行った。調査成果に基づき、121濠集落、水田、円形周?持基など

を復元し、弥生時代のムラを体感できる公園を目指し、平成21年度より史跡整合iU

工事に着手した。平成27年度までに一部開園を計画している。 環濠

[高崎の遺跡]

⑦元島名将軍塚古墳 ⑫貝沢柳町遺跡第5章 古墳時代初頭 ③元島名遺跡 、 ー@保渡田荒神前遺跡

@J  A S ⑨矢中村東遺跡 ⑬豊岡後原遺跡

⑩高崎情報団地H遺跡 ⑮引間遺跡

一文様を失う土器・古墳時代の始まり-
⑪宿大類村西遺跡 匂もUi3-問帽の遺跡1

也氏，.. Q)前橋天神山古墳

ー ②八幡山古境

J ③公回東遺跡

一般的に、古墳時代は、 3世 紀 中 頃 あ る い は 後 半 墳 丘全長286mの箸墓古墳(奈良県桜井市) .) ;; ④富田大泉坊A遺跡
こうずけ 〈しみ もん たるしき ほうじよう .， _j ⑤内掘遺跡

の築造に始まるとされる。この頃、上野西部では、櫛描 文で飾られた弥生土器(樽式土器)を包摂す . ，- ⑥三日尻西遺跡

るように、東海地 方西部系の土 器が 大量 に流入し、新たに前方後方形周溝墓がもたらされた。そして、高崎市東部から前 橋市南部
おき はちまんやま てんじんやま

の広大で、肥 沃な原野に移住し、開発に成功した最初 の長により、大型古墳が築かれた。前橋市域の八幡山古墳・前橋天神山古墳、
もと しまなしょ うrんっか

高崎市域の元島名将軍塚古墳である。

|前橋市の遺跡 E 
前橋天神 山古墳(まえばしてんじんやまこふん)・

公 田東遺跡(くでんひがしいせき)
やまたいこ〈

3世紀半ばごろには近紙の邪馬台国を中心に瀬戸内、九州北部まで広がる政

治連合が事在していた。一方、滋賀県から北陸、関東まで含む政治連合もあり、

その盟主は濃尾平野を中心に展開した狗奴国があった。邪馬台国連合は前

方後円墳形、狗奴国連合は前方後方墳形の古墳を!共有していた。この悶内統

合の最終段階として両者の衝突があった。後の歴史からみると和平という形で

近畿を中心とする邪馬台国連合に狗奴国連合が加わり、ヤマト王権が成立し

た。前橋市の朝倉・広瀬古墳群には4世紀初頭に130mの前方後方墳である

八幡山古墳、続く4世紀前半には129mの前方後円墳である前橋天神山古噴

が相ついで築造される。東日本の古墳築造は前方後方墳から前方後円墳に

変化する傾向があり、それはヤマト王権の成立に係っている。この2つの古墳

の存在から東日本の勢力がヤマト王権に参入したことを示す典型倒といえる。

また、公回東遺跡は大型の首長墳のもとでお水圧!の開発を直接担った農民たち

の墓は、水田地帯に点在する村落の隣

に造られた。公団東遺跡.は、県道長瀞

バイパスの調査で発掘され朝倉・広瀬

古墳群の南西3kmにある。発掘され
にわとりがたどせいひん

た墓の中から鶏形土製品が出土した

l 号墓は前方後方形の大きな周溝墓

であることから村オサの墓と思われた。

五神四獣鏡 天神山粘土偶図面

集落

内堀遺跡群 (うちぽりいせきぐん)

内堀遺跡群主な出土土器



水田
みがじりにし

赤城山南麓地域では、三ヶ尻西遺跡(粕川町)で、浅間Cil珪石に埋もれた水田
あかいど しき

で小河川I(東神沢川)から引きこんだ小規模な水路が検出され、赤井戸式土器
とみだだいせんぼう

が出土した。富田大泉坊A遺跡では、4面にわたり水田商と水路が検出され、

このうち第4面とされる弥生時代後期の確認面で、上幅 1m、深さも0.7mを超
せきじよう A 

す比較的規模の大きい水路が検出され、途中に堰状の遺構も検出された。な

お、水路捜土中で樽式土器や赤井戸式土器が出土した。一方、前橋台地の徳

丸仲田遺跡で、古墳時代前期とされる上幅3m、深さ1m以上の大溝が確認さ

れ、周辺調査例を含めると、南北10加を越える長さとなる。この大溝は、水田が
ょうはいげんよう

ある低地と集落がある微高地との境に掘削され、用凱兼用の潜と考えられる。

前橋台地は、前橋天神山古墳や八幡山古墳が造営され、弥生時代終末期か

ら古墳時代前期における最重要地域とされ、大規模な開発が行われたことが

考えられる。

両崎市ゐ遺跡 目
墓制

ぜんぼうこうほうげいしゅうこう" ぜんぽうこうほうふん こうずけ

東海地方西部を起源とする前方後方形周溝墓や前方後方墳が、上野西部に

波及し、大型前方後方墳(lOOmクラス)→前方後方形周溝墓(10-50m)→

方形周溝墓 (l 0~30m) と、ある程度の階層差を反映した墓制が成立する。

方形周溝墓から出土する土器も、東海地方西部系を中心として北陸系も出土

するなど、様々な外来要素を含み、墓fljUが成立したとみられる。新たな墓制を

象徴する大型古墳が、元島名11汀井野川左岸の元島名将箪塚古墳で、全長95
ち〈せい ねんどかく

mの2段の築成である。1911年(明治44)に後方部の中心で粘土榔が確認さ

れ治省II1説搭留Iが発見された。また昭和55年の調査で、追12より転落し

たとされる土器群などが出土した。

集落
ほどた こう じんまえ

高崎市保渡田IlIJの保渡田荒神前遺跡では、古墳時代初頭の浅間山l噴火によ

る軽石層(As-C)に覆われた集落が確認された。軽石などで良好に保存され

たため、通常は後世の耕作などで失われてしまう竪穴住居周囲の盛土や、平
っちゃね

地建物などが確認された。調査の結果、土屋i恨式の竪穴住居が4軒、作業小

トピックス

11-也の地域から運ばれた土器

群馬県の弥生時代は、北九州を起源とする遠賀川式土器や東海地方の条痕

文系土器が水田稲作農耕の技術と共に伝えられることより始まる。中期には、

長野県の中部高地型櫛描文をもっ土器や南東北地方の土器が入る。後期

には、長!Jl-Y県の柳描き波状文をもち、51ミく塗られる土擦が入ってくる。そして、

終末期~古墳時代前期には、東関東地方の土器、南東北地方の土器、東海

地方の土器、北陸の土器、新潟の土穏など糠々な土器が入る。

E装身具

弥生時代の装身具は、縄文時代以来の呪術的'性格とは別に、威信財として

の役割も担うようになる。新保田中村前遺跡からはガラス玉や鹿角製答(か

んざし)が発見された。新保遺跡では巴型銅器を転用した垂れ飾り、八幡

遺跡からは、脊銅製の腕輪や管玉が出土している。

1金属の道具
弥生時代を通じ、青銅器・鉄器は緩めて貴重品で、流通は限られ、県内で

は、ょうやく後期にみられるようになる。高崎市域では高崎情報団地遺跡・

八幡遺跡から鉄剣、新保遺跡から鉄剣と思われる鉄片、銅製釧が出土し

屋的役割を想、定した平地建物2]肝をともなう景観が復元された。こうした竪 水田

穴住居群と平地建物を単位とした集落があり、周囲には畠や水田が広がって 古墳時代初頭、浅間山が大噴火し、噴出した軽石(浅間01珪石)は県内を広く寝つ

いたのだろう。 た。この軽石の下から古墳時代初頭の水田遺跡が数多く発見されている。この頃の

γ .'::1":- 水田は、水を制御しやすい谷地だけでなく平坦な場所にも分布し、広域に造成され
嶋 一

保渡田荒神前遺跡集落景観推定図

国橋会場 入場無料

2014.1. 8 [水]一~1.14[火]午前哨ー午後6時

前橋プラザ元気211階にぎわいホール

群馬県前橋市本町2丁目 12-1

・ぉr，Jlv>合わせ先

前橋市教育委員会文化財保設課 TEL 027-231-9531 

ていた。古墳時代社会の到来により大型の古墳を築いた首長が大量の労働力を

統制できた結果である。高崎情報団地泣跡では、井野川右岸の微高地上に約400

mにわたる潜が見つかった。溝の中からは浅間C軽石とともに大量の土器が出土し

た。榛名山麓の小河川を利用して周聞に水を引く用水路と考えられている。

高崎情報団地遺跡の水路 高崎情報団地遺跡の水路より出土した土器

|高崎会場 入場無料 I

2014.1.18[土]一ぅ1.27[月]午前9時一午後6時

高崎シティギャ ラリー 2階第6展示室

群馬県高崎市高松町35-1

圃おI'lUv>合わせ先

高崎市教育委員会文化財保護課 TEL 027-321-1292 


